
-
金
丸
弘
美

か
な
ま
る
・
ひ
ろ
み
/
食
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
。

1
9
5
2
年
生
ま
れ
。
執
筆
活
動
の
ほ
か

食
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
を
手
が
け
る
。
著
書
に

『幸
福
な
田
舎
の
つ
く
り
か
た
1
地
域
の
誇
り
が

人
を
つ
な
ぎ
、
小
さ
な
経
済
を
動
か
す
』
(学
芸

出
版
)
『実
践
l

田
舎
力
小
さ
く
て
も
経
済
が
回

る
5
つ
の
法
則
』
(N
H
K出
版
新
書
)
な
ど
多
数
。

ヰ6

ベ
ト
ナ
ム
・
ナ
ム
ソ
ン
村

自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た

豊
か
な
食
文
化

v

、

ト
ナ
ム
在
住
げ
年
の
伊
能
ま
ゆ
き

，

ん
の
案
内
で
の
ベ
ト
ナ
ム
の
農
村

を
訪
ね
た
。
彼
女
は
2
0
0
9年、

N
P

O
法
人
的
。
包

g
H，
与
ぽ
を
設
立
し
、
農

村
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

北
ベ
ト
ナ
ム
の
ナ
ム
ソ
ン
村
(
標
高
9

0
0
m
、
人
口

1
5
0
0人
)
を
訪
問
し

た
。
山
の
上
ま
で
稜
線
に
沿
っ
て
段
々
畑

が
続
き
、
あ
ち
こ
ち
に
木
造
の
小
さ
な
農

家
が
見
え
る
。
家
々
で
は
鶏
や
犬
が
放
し

飼
い
に
さ
れ
、
小
さ
な
小
屋
で
豚
が
飼
育

さ
れ
て
い
る
。
田
ん
ぼ
に
は
水
牛
と
ア
ヒ

ル
が
い
る
。
自
給
自
足
の
生
活
だ
。

村
の
青
年
数
人
と
山
に
登
っ
た
。
木
々

の
葉
や
野
草
を
採
取
し
、
村
の
高
床
式
の

集
会
場
に
集
ま
り
分
類
す
る
。
薬
に
な
る

葉
が
ロ
種
類
。
お
茶
や
栗
な
ど
木
材
に
使

う
木
が
7
種
類
。
実
を
食
べ
る
も
の
が
9

種
類
。
ハ
ー
ブ
類
や
野
菜
類
が
日
種
類
。

山
々
の
草
木
が
密
接
に
暮
ら
し
に
つ
な
が

り
利
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
日
の
夜
は
、
チ
ユ
エ
ン
村
長
の
高

床
式
の
家
で
蚊
帳
を
吊
っ
て
も
ら
い
宿
泊

と
な
っ
た
。
村
長
を
中
心
に
五
つ
の
円
座

が
組
ま
れ
、
日
本
か
ら
来
た
7
人
を
手
料

理
で
も
て
な
し
て
く
れ
た
。
豚
肉
や
鳥
肉

の
茄
で
た
も
の
。
カ
ボ
チ
ャ
の
ス

l
プ。

ザ
ボ
ン
の
葉
で
く
る
ん
だ
豚
肉
。
バ
ナ
ナ

の
花
、
パ
パ
イ
ヤ
の
葉
、
カ
ボ
チ
ャ
の

種
、
ピ

l
ナ
ツ
を
あ
え
た
も
の
な
ど
を
一

つ
の
茶
碗
で
食
べ
る
。

村
の
人
が
次
々
に
来
て
「
ょ
う
こ
そ
ナ

ム
ソ
ン
村
へ
。
み
な
さ
ん
の
健
康
を
祈
り

ま
す
」
と
挨
拶
を
し
、
ラ
ム
酒
の
よ
う
な

香
り
の
バ
ナ
ナ
酒
を
酌
み
交
わ
す
。
か
つ

て
私
の
家
族
が
住
ん
だ
徳
之
島
と
そ
っ
く

り
だ
。
作
物
も
よ
く
似
て
い
る
。
今
回
の

ツ
ア
ー
に
は
、
鹿
児
島
県
大
島
支
庁
徳
之

島
事
務
所
農
業
普
及
課
の
上
赤
笑
子
さ
ん

も

一
緒
だ
っ
た
こ
と
か
ら
「
ナ
ム
ソ
ン
村

と
交
流
し
、
食
文
化
の
連
携
を
し
た
方
が

い
い
」
と
話
し
た
。
パ
パ
イ
ア
、
バ
ナ
ナ
、

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
、
両
者

に
は
同
じ
も
の
が
沢
山
あ
る
。
そ
し
て
、

ナ
ム
ソ
ン
村
で
は
バ
ナ
ナ
の
花
や
パ
パ
イ

ア
の
小
さ
な
果
実
が
料
理
に
使
わ
れ
る
な

ど
利
用
の
仕
方
が
多
様
だ
。

さ
ら
に
感
銘
し
た
の
が
米
粉
利
用
の
多

彩
さ
だ
。
麺
類
の
フ
ォ

l
、
春
巻
き
を
始

め
、
出
て
く
る
料
理
に
多
く
の
米
粉
が
使

わ
れ
、
ハ
ー
ブ
や
山
菜
、
魚
介
類
が
加
わ

っ
て
い
る
。
日
本
と
米
粉
利
用
の
料
理
ノ

ウ
ハ
ウ
で
文
化
交
流
が
進
む
と
い
い
。

農
地
面
積
は
一
軒
あ
た
り
却

aほ
ど
で
、

主
要
農
産
物
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
だ
。
か
な

り
上
の
段
々
畑
ま
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ヒ
ル
が
田
ん
ぼ
の
雑
草
採
り
も

か
ね
て
飼
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ヒ
ン
ト
は
、

日
本
の
ア
イ
ガ
モ
水
稲
同
時
作
か
ら
き
て

い
る
。
農
業
収
入
は
年
間
約
2
万
円
。
そ

の
た
め
に
、
高
く
売
れ
る
ア
ヒ
ル
を
増
や

し
、
同
時
に
雑
草
を
食
べ
て
も
ら
い
農
薬

の
使
用
も
経
費
も
削
減
す
る
。
そ
し
て
、

安
心
安
全
な
農
産
物
を
、
ハ
ノ
イ
の
都
市

の
専
門
庖
と
連
携
し
て
販
売
す
る
。

ま
た
、
村
人
た
ち
か
ら
の
信
頼
が
厚
い

伊
能
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、

2
0
1
1

年
か
ら
生
き
物
調
査
、
自
然
の
素
晴
ら
し

さ
と
暮
ら
し
を
紹
介
す
る
活
動
も
行
っ
て

い
る
と
い
う
。

一
方
、
農
業
収
入
が
低
い
こ
と
か
ら
、

都
市
に
新
た
な
仕
事
を
求
め
る
傾
向
も
強

く
な
っ
て
い
る
。
農
村
の
多
様
性
や
新
た

な
農
村
景
観
、
料
理
で
の
観
光
誘
致
や
加

工
品
の
販
売
、
地
域
食
の
文
化
事
業
や
良

品
の
市
場
展
開
を
図
れ
ば
、
も
っ
と
い
い

農
村
の
形
に
な
る
の
で
は
と
思
っ
た
。
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